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27
国
際
有
人
宇
宙
探
査

国際有人宇宙探査

第２回国際宇宙探査
フォーラム（ISEF2）

国際宇宙探査
の検討に向け
た原則とすべき
基本的な考え
方を取りまとめ

運用
打上げ

運用（参考）小型月着陸実証機(SLIM)の開発
打上げ

・深宇宙補給技術（ランデブ・ドッキング技術等）
・有人宇宙滞在技術（環境制御技術等）
・重力天体離着陸技術（高精度航法技術等）
・重力天体表面探査技術

（表面移動技術、掘削技術、水氷分析技術等）

技術検討等

連携（得られる知見の活用）

戦略的中型１開発研究
（参考）火星衛星サンプルリターン計画(MMX)
調査研究 打上げ

技術実証

平成３０年度以降の取組
■米国が構想する月近傍の有人拠点への参画や、
国際協力による月への着陸探査活動の実施などを
念頭に、国際プログラムの具体化が図られるよう、主
体的に技術面や新たな国際協調体制等の検討を進
める。

■国際宇宙探査のプログラムの具体化に先立ち、我
が国として優位性や波及効果が見込まれる技術の実
証に、宇宙科学探査における無人探査と連携して取
り組む。

平成29年度改訂（平成29年12月12日 宇宙開発戦略本部了承）

宇宙基本計画工程表(抜粋)
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2004年1月 共和党ブッシュ大統領による宇宙
探査計画（コンステレーション計
画)提唱

2007年11月 国際宇宙探査協働グループ
（ISECG)発足

2010年4月 民主党オバマ大統領がコンステ
レーション計画を中止し、目標を
有人小惑星探査の実現に変更

2010年10月 ISECGが国際宇宙探査ロードマッ
プ（GER)作成を開始

2014年1月 第1回ISEF（政府レベル協議開始）

2017年1月 共和党トランプ政権発足

国際宇宙探査計画の経緯

コンステレーション計画

2018年2月 ISECGがGER第３版を公表

2018年3月 第2回ISEF＠東京
トランプ大統領 月探査を指示
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15の宇宙機関による宇宙探査に係る議論を実施



中国の宇宙ステーション
将来プラットフォーム

月近傍有人拠点(Gateway)

国際宇宙ステーション

ISECG ミッションシナリオ
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Gateway概要

• 月近傍有人拠点（Lunar Orbital Platform-Gateway：LOP-G、以下”Gateway”）は、米
国が構想する月の周回軌道に設置される有人拠点。

• 月の極域探査を繰り返し行うことや、月以遠への探査に向けた技術実証を行うため
に適したNRHO軌道に位置する。 建設フェーズにおける、宇宙飛行士の滞在は4名、
30日程度であり、将来は数100日程度の長期滞在が可能な有人拠点となる想定。

• 次ページにNASAがまとめた、Gatewayの概要を示します。

Earth

Moon

Return

Outbound

NRHO

有人宇宙船
（Orion）

NRHO
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• Gatewayの船外には、ロボットアームを装備します。 このロボットアームを用い、Gateway船

外へ実験機器を設置することや、サイエンスエアロック経由で船内へ機器を回収することを想
定しています。

• Gatewayにはサイエンスエアロックを装備します（前ページのAirlockとは別に）。 サイエンスエ
アロックのサイズは直径800mm、奥行き800mmを想定しており、モジュール間のハッチと同一
サイズとしています。

• Gatewayの船内には、実験や利用のための空間を準備します。

• 宇宙飛行士がGatewayに滞在している期間は4kW未満、無人運転時には4kW以上の電力を
実験／利用のための機器に供給することが出来ます。 この内、2kWの電力を船外の機器へ
供給することが可能です。

• GatewayはNear Rectlinear Halo Orbit （NRHO）に設置する予定です（補足説明を次ページ）。

• 実験／利用のためにGatewayがポインティングを行うことは想定していません。
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Gatewayにおけるリソースについて（想定）Gatewayにおけるリソースについて（NASAの想定）



NASAが想定するNear Rectilinear Halo Orbit (NRHO)について
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NRHO

月の軌道 近月点(4000km*)

遠月点(70000km*)

NRHOの軌道面は

常に地球方向を向
いている。

探査船

月

地球

(*) 数値は月中心からの距離

Gateway



有人月面探査コンセプト

Gateway

 OrionでGatewayに到着後、4人のク

ルーは有人月離着陸船に乗り換え
て月面に着陸

 着陸後は2台の与圧ローバで月面
を探査（6週間）

 探 査 後 は ク ル ー は 離 陸 船 で
Gatewayに寄り、Orionで地球に帰還。

 与圧ローバは次の有人ミッションに
備え、地上からの遠隔操作で次の
探査地に移動しながら無人での科
学探査を行う。

有人月
離着陸船

与圧ローバ
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Orion

GER第3版より

ISECGで検討されている有人月面探査コンセプトは以下の通り（GER 第3版より）。



探査通信アーキテクチャの検討に関するRFI

【背景】

JAXAにおいては、今後の国際的な議論に備え、我が国として優位性や波及効果が見込まれ
る、最先端の通信技術の活用可能性について幅広く情報を収集し、Gatewayを活用した、将来
の多様な月面探査活動に取り組むことを想定した基盤となる、探査通信アーキテクチャ全体に
関する検討を開始する予定です。

【探査通信アーキテクチャの検討に関するRFI】
地球―Gateway―月面を範囲とした、探査通信アーキテクチャ全体および、日本の最先端の

通信技術を広く集めることを目的に、情報提供要請（RFI）を行います。 （次ページの図参照）

 応募締切 6月29日（金） 17:45必着

 RFI公開URL:       http://stage.tksc.jaxa.jp/compe/koukai/jouhou.html
 RFIで求める技術情報:
 探査通信アーキテクチャの全体構想

• 周波数、データレート、データ中継衛星の活用有無、通信カバレッジ 等

 通信技術に関する情報

 リアルタイム性を重視する通信（ビデオ、音声等）の遅延を最小化する技術

 通信中断、切断が起こり得る環境におけるデータ伝送、ストレージ技術

 通信切断からの自動通信復旧技術 等
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RFIで検討対象としている通信リンク




